
岩木そばで村づくり 
ここは丹後町岩木です 

 ここ岩木地区は、京丹後市の北部に
位置する農村集落で、世帯数は67世帯、
人口179人（Ｈ27.8月末現在）のこじんま
りした集落です。                
国道482号を北上し、丹後町域に入ると、
竹野川に架かる三宅橋前の交差点を右
折、府道浜丹後線に入り進むと、目の前
に見えてくる集落が岩木地区です。 

岩木って どんなとこ？！ 
 地名のいわれは、諸説ありますが、
岩木の象徴とも言える城山（標高約
100ｍ）という岩山があり、この岩山
の城山にたくさん木々が生い茂って
おり、岩に木が育つ場所、つまり岩木
というのが通説です。 

 岩木はこじんまりした地域ですから、
住民同士の絆が強く、いろいろなこと
を協力し合って行っています。田舎で
すから、よそ者は・・・ということがよく
言われますが、私たちの集落では、
行政の分譲宅地整備に協力し、多く
の人たちを受け入れ、特別養護老人
ホームの建設にあっても用地提供に
協力、また、都市部からの新規就農
者を受け入れたりしている、アット
ホームな集落です。 

岩木そば で地域の活性化を 

 岩木では、古くよりそばの栽培、
そしてそばを食す文化があります。 

 経済基盤が織物業に推移してい
き、農業は水稲が中心となった昭
和３０～５０年代には、一時ほとん
ど栽培する人がなくなったこともあ
りました。しかし国が進めた転作
推進行政のおかげでしょうか。転
作でそばの栽培が復活しました。   
それを契機に、そば畑の団地化に
取組み、１０月の上旬には約200
㌃一面のそばの花がお楽しみい
ただけます。             
そばの花をお楽しみいただくだけ
でなく、岩木そばを食べていただく
機会もあります。 

 毎年１０月の第１日曜日には  
「岩木そば花まつり」を開催してい
ます。 
 「岩木そば花まつり」は、平成１６年より毎年開催しており、１日で約５００人前
のそばを販売しています。その場でお召し上がりのときは、１人前５００円、お持
ち帰り用生そば３人前１，０００円で販売しております。 

 今年はそばの開花が遅かったので、１０月１８日（土）、１９日（日）の２日間に
わたり開催します。 詳しくは、別葉チラシをご覧ください！ 

環境にやさしい特別栽培米を栽培 

 また、岩木では、集落内水稲農家の全
員が特別栽培米を栽培しています。 

 特別栽培米とは、化学成分の肥料の
使用を一定量まで控え、また、農薬も農
協が敢行している量の半分程度と、環
境にやさしく、また、安全なお米として消
費者にも喜ばれているお米です。 

▲集落の象徴 城山 

 昔話では大男が子ども達にそそのか
されて 依遅ヶ尾山と徳良山を持ち上げ
ようとしたとき、大男がした気張り糞が
固まったものとか・・・ 
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岩木多目的集会施設 
丹生神社（にゅうじんじゃ） 

金龍山 宝蔵寺 

 祭神 罔象女神（みつはもしくはみずはのめのかみ）水を司る神様、鎮火防火を司る神。 
弘化元辰年（１８４４）四月十六日、火災に遭い、嘉永二酉年（１８４９）六月再建。 
境内には新造神社（祭神不詳）、天満宮（菅原道真公）、稲荷神社（倉稲魂神）があります。 

本尊 阿彌陀如来 
貞享三丙寅年（１６８８）三月創建。 
宮津智源寺二世橋州宗曇和尚を開山、その後火災に罹り、
堂宇は皆焼失し、現時の堂宇を再建。 

 地区の会議（区役員会、総会、囲碁大会、婦人会、老人会等）
や行事、慰労会に利用されています。 
また岩木そば祭りのメーン会場です。 
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